
キルケ(Circe)はアイアイエ島に住む女神（またはニンフ、魔女）である。彼女は魔法
の薬で、気に入らない者を動物に変えていた。彼女は薬品の知識で有名だった。オ
デュッセイアでは、オデュッセウスと島で一年間暮らした後、彼の帰郷を手助けする。

系譜

父はヘリオス。母はペルセ。
夫はオデュッセウス。子はテレゴノス、アグリオス、ロマノス、アンテイアス、アルデイアス。
夫はテレマコス。

（画像/系図/オデュッセウス） 

解説

（画像/キルケ） 

ヘシオドスによると、オデュッセウスとキルケは三人の子をもうける。アグリオス、ラティ
ノス、テレゴノスである。
オウィディウスによると、キルケは海神グラウコスに恋したが、グラウコスはニンフのス
キュラに恋していた。キルケは嫉妬し、毒薬をスキュラの浴槽に注ぎ、彼女を恐ろしい怪物
に変えたという。



オデュッセイアでのエピソード

キルケはオデュッセウスの部下を食卓に誘い、薬入りの食事を食べさせ豚に変えてしまう。
オデュッセウスはヘルメスの助言によって、キルケの魔法を打ち破り、部下を救う。オ
デュッセウスとキルケは1年間ともに暮らす（第10歌）。
キルケはオデュッセウスにイタカに帰るための二つの道を提案した。「さまよう岩」か、怪
物スキュラと深淵カリュブディスの住む海峡かである（第12歌）。
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